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１ー１．諮問と答申について
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群馬東部

水道企業団

水道料金

審議会

諮問
有識者や特定の機関などに意見を
尋ね求めること。（諮問書として提
出）

答申
諮問機関から行政官庁に対して
意見を述べること。（答申書として
提出）

図 諮問と答申の関係

答申内容を基に、
議会等に提案いたします。



１ー２．本審議会に対する諮問内容
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【本審議会に対する諮問】

「水道料金の統一とあわせて適正な
水道料金体系のあり方について
意見を求める」

図 諮問書の内容（令和2年8月5日、第1回水道料金審議会）

委員の皆様のご意見を集約して、
答申書を作成いたします。



１ー３．本審議会における審議内容
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審議会 審議内容

第1回
・水道料金の統一までの流れ
・群馬東部水道企業団の広域化について

第2回
・水道料金のしくみ
・水道事業の現状について（施設・管路の状況、経営状況・今後の見通し）
・群馬東部水道企業団の水道料金

第3回

・令和元年度決算について
・現行料金における財政計画について
・料金統一における課題
・料金統一の基本方針

第4回
・料金統一における財政計画について（改定率30％、20％）
・料金統一の料金体系のあり方

第5回
・料金統一における財政計画について（改定率15％）
・新料金表（案）（改定率20％、15％）
・激変緩和措置

第6回
・新料金表（案）
・激変緩和措置
・答申書（案）について

第7回（予定） ・答申書（案）

表 本審議会における審議内容



２ー１．料金統一について①
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H２１
• 両毛地域水道事業管理者協議会

H２４
• 群馬東部水道広域研究会設立

H２８
• 群馬東部水道企業団スタート

広域化の議論開始

３市５町の枠組み決定

広域化後に調整可能な大きな課題（料金統一）は広域化後に調整すること
とした。

まずは広域化



２ー２．料金統一について②
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健全な事業運営のための財源確保として、水道料金の適正化についても
検討を行う必要がある。

水道施設の老朽化に伴う
更新需要の増加

水需要減少に伴う
給水収益の減少

激甚化する自然災害の
対策の実施

図 群馬東部水道企業団が抱える問題と健全な事業運営を継続するための取組

広域化に伴う補助金の活用

施設の統廃合の推進

包括委託による業務効率化

県水統合による受水費削減

職員数見直しによる人件費削減
将来的にますます
負担は大きくなる。

効率化・費用削減には
限界が生じつつある。



２ー３．料金統一について③
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3市5町の間における水道料金負担の不平等を解消するために水道料金の
統一を図る必要がある。

群馬東部水道企業団
Ａ市の

水道利用者
Ｂ町の

水道利用者

平等なサービスの提供
（例：同じ口径・水質・水量）

不平等な料金負担
（例：Ａ市1,000円、Ｂ町2,000円）

図 群馬東部水道企業団における水道料金負担の不平等のイメージ図



２ー４．料金算定方法と料金算定期間について
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項目 考え方

料金算定の方法 総括原価方式を採用する

資産維持費の算入 あり

料金算定期間 令和４年度～令和１０年度の７年間とする

表 料金算定方法と料金算定期間について



２ー５．料金の改定率について
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平均改定率 実施可能な建設改良費 施設の健全性 財政の見通し

0％
料金改定は
実施しない

1年当たり約39億円
ほとんど更新できないため、
安定した給水が行えなくなる。

R10に損益は赤字、R7に資
金残高はマイナスとなり、健
全な事業運営を維持できな
い。

15％ 1年当たり約58億円
事業費を抑制する分、改定
率20％よりも経年化資産の
リスクが増加する。

R10まで損益の黒字と資金
残高40億円以上を維持する
ことができる。

20％
（参考）

1年当たり約64億円
経年化資産及び老朽化資産
が一部発生するが、重要な
資産の健全性は維持できる。

R10まで損益の黒字と資金
残高40億円以上を維持する
ことができる。

30％
（参考）

1年当たり約77億円
必要な更新を実施できるた
め、安定した給水を維持でき
る。

R10まで損益は黒字だが、
R10に資金残高は目標金額
40億円を下回る。

表 各改定率における施設の健全性と財政の見通し



２ー６．料金の改定時期について
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R2 R3 ～ R4

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ～ 4

水道料金統一案の検討

財務分析・経営分析

財政シミュレーション

料金統一案の策定

水道料金審議会

答申

理事者会議

全員協議会

条例改正案の上程など

水道広報・HPでの周知

水道料金統一

表 料金改定までのスケジュール



２ー７．料金体系について①
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項目 考え方

用途区分 一般用、臨時用、湯屋用、私設消火栓

口径別と用途別 口径別を採用する

従量料金 逓増型を採用する

基本水量 なし

特別従量料金の設定 あり

水量区画の設定 5段階

表 新料金体系（案）のまとめ



２ー８．料金体系について②
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用途
口径
（ｍｍ）

基本料金
（円）

従量料金（円/㎥）

第1段階 第2段階 第3段階 第4段階 第5段階

一般用

１３ 特別従量
料金２０

２５

３０

４０

５０

７５

１００

１５０

湯屋用 ―

臨時用 ―

表 新料金体系（案）

※私設消火栓（消防演習用）の料金について、備考に記載



２－９．答申書（案）の骨子

14

項目 内容

答申事項

・料金統一について
・料金算定方法と料金算定期間について
・料金の改定率について
・料金の改定時期について
・料金体系について

財政計画

・水需要の減少
・経営効率化に関する取り組み
・料金改定を実施しない場合の財政収支の見通し
・健全な事業運営に必要となる改定率

料金体系の設定
・現行の料金体系の課題
・基本料金及び従量料金、基本水量の見直し
・激変緩和措置の適用

付帯意見
・水道料金の定期的な見直し
・料金改定の住民への周知
・コロナ禍への配慮 など

表 答申書（案）に記載していただきたい答申事項と審議経過
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